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第5回 肝だめし おそろしく大盛況！！ 年々、人気を増してきた“髙瀬蔵の肝だめし”崇城大学秋元

研究室の学生さん達の協力でアイディアあふれた路地のしかけや、NPOで受け持った魚屋町天神の恐

怖スポットに参加者の悲鳴がひびきわたりました。路地の角々で、誘導やおどかし役を担当した男性の

皆さんも暑い中ご苦労さまでした。予想を上回る231名もの参加者にうれしい悲鳴でしたが来年はさらに

髙瀬らしい情緒と恐怖と楽しさにあふれた肝だめしを計画したいと思います。 （商店会イベント部会） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （文化部会） 

本年度第4夜（7月28日）は、「66年前の三菱・旧制玉中工場について」をテーマとして、高

谷和生氏に、話題提供していただいた。皆さんは終戦まで、旧制玉中(現玉名高校)に兵器工場があ

った事をご存じでしょうか。戦後70年たった今、身近に兵器工場があった史実について貴重な資

料をもとに話していただいた。 

第5夜（8月25日）は、｢終戦特集 8.15 その日私は｣と題し、大塚龍也さん、坂田一成さん

に実際に終戦を経験された事について話していただきました。太平洋戦争末期、学徒動員によって

佐賀県の造船所で特殊潜航艇の製作に関わっておられたお2人、リアリティあふれる話を聞いてい

くたびごとに、この世で戦争が一番いけないことである思いを改めて教わった夜であった。 

第6夜（9月22日）は、｢高瀬のまちなみ形成と変化する町家｣と題し崇城大学秋元一秀先生に

話していただいた。高瀬では、昔の景観を活かしたまちづくりを目指して修景工事が実施されてい

た。高瀬の町家の特色と成りたちについて話を聞き、今の高瀬の町家は脈々と祖先から受け継いだ

貴重な財産である事を認識した一夜となった。 

8月 28日(日)のお菓子づくり体験講

座は、パウンドケーキを応用したお菓子

の作り方を学びました。レシピによる分

かりやすい説明と山嵜講師の楽しいト

ークで、蔵の中は賑わいを見せました。 

参加者からは「菓子講座、とても楽し

かったです」「非常に参考になりました、

早速挑戦してみたいと思います」「お菓

子を作るのは難しいと思っていました

が、とても楽しかったです。」などの感

想をいただき、蔵は、賑わいを見せてい

ました。 

第４夜「６６年前の三菱・旧制玉中工場について」 第６夜「高瀬のまちなみ形成と変化する町家」 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NPO法人 髙瀬蔵 
熊本県玉名市高瀬155-1(〒865-0025) 
TEL・FAX 0968-72-2480 
E-MAIL takasegura@aria.ocn.ne.jp 
URL http://www.tamana-cci.or.jp/NPO/indexf.html 
開館時間 10:00～24:00(イベント開始時間により変更あり) 

当法人運営につきましては、日頃よりご協力を賜り感謝申し上

げます。平成22年会費のお支払いがお済でない方は、髙瀬蔵受付

にて納入頂きますようお願いします。 （事務局） 

8月11日、18日、25日の3日間にわたり「楽しく美しく歌いたい講座」を開催しました。受

講者の方は前回の参加でお知り合いになった方などで楽しくはじまりました。参加者の中には、

4名の男性の方もおられ、発声の際、お腹をどう使うか分からず皆さん苦労されていました。 

今回は、イタリア歌曲を 3回に仕上げて、ステージでグループごとにイタリア語で歌いまし

た。短い期間でしたが、講座の成果が披露されました。（音楽部会） 

mailto:takasegura@aria.ocn.ne.jp
http://www.tamana-cci.or.jp/NPO/indexf.html

